啓林館　化学Ⅰ (化Ⅰ018)　観点一覧
	内容の難易度
	・大学入試を意識し，豊富な内容を簡潔にわかり易く記載された，学習意欲が高まる教科書に編集されている．
・｢化学結合｣や｢イオン反応式｣，｢化学反応の量的関係｣等，詳細な内容の記述があり，殆どの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致する．

	内容の取り扱い
	・序章｢化学とその役割｣や後口絵｢地球環境と化学の役割｣等，日常学習に関係ある化学の内容が扱われており，生徒の興味や関心に対して配慮されている．
・第1部｢物質の構成｣や第2部｢物質の変化｣では，高等学校化学の基礎･基本的な内容に十分な分量を割いており，工夫の凝らされた編集内容である．

・第3部｢無機物質｣や第4部｢有機化合物｣では，扱われている物質の種類やそれらの諸データ(融点･沸点等)が精選されている．
・大学入試によく出題されるような内容の問題が，｢例題｣として詳しく解説されており，生徒が自主的，自発的に取り組めるように配慮されている．

・探究活動｢コンピュータを利用したヘスの法則の検証｣や｢表計算ソフトを利用した滴定曲線の作成｣，後口絵｢実験や探究活動でのコンピュータの利用｣等は，学習指導要領にある｢情報機器･情報通信ネットワークの利用｣を十分に意識しており，学習指導要領の目標を適する為に必要な内容となっている．

	単元の構成，配列，および分量
	・高等学校化学の導入として｢化学とその役割｣があり，その後｢理論化学分野｣，｢各論化学分野｣，最後に資料が配置されており，学習が効率よく効果的に進められるように配慮されている．
・本文の補足説明や発展的内容が，｢参考｣や｢発展｣，脚注で豊富に扱われており，生徒が自学自習できるように配慮されている．

・巻末資料に｢実験上の注意事項｣や｢実験の基本操作｣，｢試薬の調製｣，｢報告書(レポート)の書き方｣等，豊富な資料の掲示があり，生徒に実験させる場合，使い易さに適している．

・後口絵に｢地球温暖化｣や｢酸性雨｣，｢オゾン層の破壊｣等について，詳細な内容の記述が読み物的に書かれており，生徒の興味や関心を喚起するように配慮されている．

	その他
(図や表，写真，

および巻末資料等)
	・｢海水の成分｣や｢構成粒子による物質の分類と特徴｣，｢質量パーセント濃度｣，｢Alの反応｣，｢Znの反応｣，｢Pbの反応｣，｢Feの反応｣，｢Cuの反応｣，｢Agの反応｣，｢ジエチルエーテル溶液から4種類の芳香族化合物の分離例｣等，工夫された図が本文の直ぐ近くにカラーでふんだんに盛り込まれ，生徒が本文の記述内容を理解し易いように十分に配慮されている．
・｢銅線の酸化と還元｣や｢金属陽イオンを含む水溶液と塩基との反応｣，｢金属陽イオンを含む水溶液とH2Sとの反応｣，｢Cl-による沈殿｣，｢CO32-やSO42-による沈殿｣，｢陽イオンの系統分離｣，｢分液漏斗｣等，実験に関するカラー写真が多数盛り込まれ，生徒が本文の記述内容を理解し易いように十分配慮されている．

・｢携帯電話｣や｢太陽電池パネル｣，｢打ち上げ花火｣，｢水滴｣，｢貝殻｣，｢ドライアイス｣，｢LPGタンクローリー｣，｢化学かいろ｣，｢飛行船｣，｢ヨーグルト｣等，日常生活と化学の繋がりがわかるカラー写真が，本文の直ぐ近くにふんだんに盛り込まれ，生徒に化学への興味や関心をもたせるように配慮されている．

・｢単層カーボンナノチューブ｣や｢乳酸分子の鏡像異性体｣，｢アラニン分子｣，｢サリチル酸アニリド｣等，コンピュータグラフィックスを用いることにより，生徒が目に見えない分子をイメージし易いように工夫されている．

	特記事項
	・紙の色が白く，多数あるカラーの図や表，写真が非常に鮮明である．
・化学用語にルビ(ふりがな)が多く，生徒が読み易いように配慮されている．

・付録として｢主な有機化合物の相互関連｣のポスターがあり，重要な有機化合物の関連性が理解し易くなっている．しかもその裏面は生徒が有機化合物の理解度をチェックできるようにも配慮されている．


